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図 4-28 利活用を想定した事例（画面表示） 

 

4.4 「施設管理情報の管理・更新手法の高度化」 

4.4.1  概要 

日々の道路管理業務における道路施設情報の管

理・更新に対する課題を解決すべく、10 部署、3 出張

所に対してヒアリングによる業務分析、課題・要望の

抽出を行い、利用性を考慮した経済的かつ効果的なデ

ータ仕様による道路台帳附図の数値情報化を直轄国

道全線（約 260km）にわたり実施した。数値情報化図

面データは、各部署の業務で利用が可能なデータとし

つつ道路台帳附図の表現を可能にし、将来的には異な

る縮尺でも地図表現ができるような仕様とした。 

また、数値情報化図面を基盤とする「位置」をキー

とした道路施設情報の管理・更新の仕組みをつくり、

事務所及び出張所の職員がWebシステムを利用して日

常業務の効率化・高度化を体感できる環境を構築した。 

4.4.2  現状の課題整理 

徳島河川国道事務所の道路系 10 部署、3 出張所を対

象として、道路台帳附図の利用に関するヒアリングを

行った結果、現状の紙ベースによる管理のために生じ

ている問題点は次の通りであった（図 4-29）。 

本業務では、上記の問題点や職員の意見・要望を踏

まえた目標を以下の通り決定し、これらを実現するた

めのデータ構造、システム機能を検討し、数値情報化

図面データ仕様の作成、システム構築を行った。 

【目標】 

1．日常業務を効率化する 

・管理区域内にある施設や見たい場所を素早く見つ

ける 

・加工、計測、集計などの資料作成効率を向上する 

2．道路管理を高度化する 

・1 つの図面上に様々な情報を重ねることで、これ
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までできなかった原因分析や検討を行う 

・事務所、出張所で同じ図面を利用し、情報を共有

することでスムーズな道路管理を行う 

3．情報の正確性を保つ 

・工事更新などの適切なタイミングで更新を行う仕

組みを作る 

・“図面”と“情報”を連携させ、一体的に管理する 

4.4.3  データ構造及びシステム機能の検討 

4.4.3.1  検討の手順 

利用性を考慮したデータ及びシステムの構築を行

うため、以下の手順によりデータ構造及びシステム機

能を検討した（図 4-30）。 

 

必要な資料を探すのに時間がかかる！

出張所の書庫へ
探しにいくが・・・

それらしき資料を
探すのが大変

出張所に無い場合は、事務所
まで行って資料の山から探し出
さなくてはならない！

出張所で欲しい資料を探す場合・・・

加工するのに手間がかかる！

コピー機まで行って必要部分をコピー

必要範囲を切取り、
スケールアップして
延長等を記入する。
⇒手間がかかる！
⇒ケアレスミスが起こる！

○○報告書

・・・・・・・・・

貼り付けて作成した
資料は再利用する
ことができない！

1枚の図面で全ての情報を管理できない！

必要な情報を書き込
み管理しているが、
煩雑になってくる
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別の図面に書き込
み管理する

それぞれの図面の情報を
重ね合わせて見れない！

出張所で日々蓄積されている情報を
事務所はリアルタイムで把握できない！

 

パトロール結果を図面に書き込み
蓄積しているが・・・

   

事務所の図面には反映されないため、
即座に把握できない！

更新頻度が低いため、信頼できない！

   

 

必要部分をコピーして
パトロールに持参

現地で確認するが、更新されていないため、
あるはずの施設が図面には無い！

？

図面と帳票の内容が一致しない！

台帳DB

   
照明の図面
上の位置

照明の情報

国道○○号××kp付近
の道路照明を撤去

  

台帳DB

削除されないまま更新により削除

図面と帳票がバラバラに管理、更新されて
いるため、情報の不一致が生じる！

 

図 4-29 紙ベースの管理による課題 

 

 

11 要求分析要求分析 22 業務モデルの作成業務モデルの作成

33 機能の整理機能の整理

44 情報の整理情報の整理

システム機能一覧システム機能一覧

データ製品仕様書データ製品仕様書
 

図 4-30 データ及びシステム機能の検討手順 
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・場所を探すときは、距離標を頼りにする 
・橋梁やトンネルの名前で場所を特定したい 
・図面の構造物を着色して資料を作る 
・図面を回転させて起点を左側に表示したい 
・図面に施工箇所を旗上げして位置図を作る 
・車道や歩道の面積を概算で図上計測する 
・任意の場所の幅員を自動計測できれば便利
・調査物で交通安全施設を集計する 
・一太郎やExcelに地図を貼付したい 
・・・・・ 

検索機能 表示機能 印刷機能

コピー機能 作図機能

計測機能 ・・・・・・ 集計機能 

必要な情報項目の整理

利用性を考慮したデータ構造 

利用方法から・・・ システムに必要な機能の検討 

データ構造の検討 例えば、 

・歩道の面積を測る 

⇒面でデータ作成 

・ 上り線側の照明を集計 

⇒上下区分が必要 など
 

図 4-31 利用性を考慮したデータ構造・システム機能の検討 

 
4.4.3.2  要求分析 

日常の業務の中でどのように図面や資料、既存のシ

ステムを利用しているのかを具体的に把握するため

に、ヒアリングを実施した。ヒアリングの整理結果か

らは、図 4-31 に示すような道路台帳附図の利用方法

が挙げられた。 

例えば、「場所を探すときは、距離標を頼りにする」

といった利用方法から、距離標検索機能が必要、「車

道や歩道の面積を概算で図上計測する」といった利用

方法から、面積計測機能が必要などといったように、

機能要求分析を行い、システム機能要求の検討材料と

した。 

またデータ構造については、まずヒアリングの整理

結果から必要な情報項目を抽出、整理した。さらに、

例えば歩道の面積を測る場合は面でデータを作成す

る必要がある、上り線側の照明を集計する場合は上下

区分が必要である、といった利用性を考慮したデータ

構造の検討材料とした。 

4.4.3.3  業務モデルの作成 

道路台帳附図のヒアリング整理結果をもとに、部署

（人），業務，機能，情報，のそれぞれの関係整理を

行うために各業務についての業務モデルを作成した。 

業務モデルの一例を図 4-32 に示す。例えばこの場

合は「交通対策課」の「交通安全施設調査」業務では

「路線」と「交通安全施設」の種別をもとに「交通安

全施設」を“検索”し、範囲を指定して「交通安全施

設」を“集計”するという作業を行う。 

これにより、一つの業務で誰が、どのような情報を

使って、何をしているのかということをモデル化し、

利用するデータ、機能を抽出した。 
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図 4-32 業務モデル（例：交通安全施設調査業務） 

 

 

図 4-33 機能モデル（例：計測する） 

4.4.3.4  機能の整理 

（1）機能モデルの作成 

業務モデルから、業務を行う際に「計測する」など

の作業を抽出して、機能として再整理した。 

図 4-33 に示すように、機能を体系的に整理すると

「計測する」という作業は、「位置を計測する」「距離

を計測する」「面積を計測する」という作業に分類さ

れる。さらに、「距離を計測する」という作業は、「路

線に沿った距離を計測する」「直線距離を計測する」

という作業に分類される。 

このように類似の作業の整理、階層化できる作業の

整理を行って機能モデルを作成し、必要となるシステ

ム機能を抽出した。 

4.4.3.5  情報の整理 

（1）データ構造の検討 

道路施設が持つ情報は、図 4-34 のような 3 つの属

性に分類することができる。まず、施設の位置や形状

を示す情報である。施設が地球上に配置されている位

置を特定するには、平面直角座標などの座標値により、

一意に特定する方法や、「5.0kp+30m」のように距離標

を用いる方法、住所や郵便番号などによって座標では

なく間接的な位置参照を用いる方法がある。また施設

の形状には点や線や面などがある。このような施設の

空間的な特性を表す情報を「空間属性」と呼ぶ。また、

施設の設置年月日や修理年月日、設置期間など、施設

の時間的特性を表す情報がある。これを「時間属性」

と呼ぶ。さらに、設置方式や使用電球の種別、柱の材

質、照明施設の写真など、空間属性や時間属性以外の

施設を表す情報を「主題属性」と呼ぶ。 

数値情報化図面をこれら3つの属性を持つデータ構

造とする場合、種別などの主題属性や設置年月日など

の時間属性は、道路施設管理情報との連携により、取

得することが可能である。また、空間属性のうち、距

離標や住所を用いた位置情報も道路施設管理情報か

ら取得することが可能である（図 4-35）。 

よって、数値情報化図面データは、空間属性である

座標値及び形状、そして道路施設管理情報との連携に

必要となる項目を属性として持つデータ構造とする

必要がある。そこで、連携を実現するための空間属性

（座標値、形状）及び連携に必要となる属性について

検討した。 

また、数値情報化図面データは、将来道路台帳附図

の代わりとして利用することを目的としている。従っ

て、道路台帳附図の利用調査結果から得た利用方法を

考慮し、利用方法に対応可能なデータ構造（空間属性、

主題属性、時間属性）を検討した。さらに、その空間

属性を利用して延長や幅員を自動算出できるような

データ構造を検討した。 
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設置年月日：2002年7月16日
修理年月日：2003年6月2日

地球上に配置されている位置や形状
位置の例：
・平面直角座標系による位置（X=*******.***，Y=******.***）
・距離標による位置（○○Kp+△ｍ）
・住所による位置（△△市○町3丁目）

設置方式：局部照明
使用電球：ナトリウム灯１１０Ｗ
柱の材質：アルミニウム

写真：画像

道路照明施設

空間的特性を表す情報

時間的特性を表す情報

施設の特性を示す属性情報
（空間属性・時間属性以外） 主題属性

時間属性

空間属性

 

図 4-34 施設の情報（例：道路照明施設） 

道路照明施設 主題属性

時間属性

空間属性

道路管理施設情報
（ＭＩＣＨＩや各種調書など）

数値情報化図面データ

時間属性、主題属性及び空間属性の一
部（距離標、住所による位置情報）

空間属性（座標値）

連携に必要な項目を追加連携

数値情報化図面データの範囲

 

図 4-35 施設情報の連携に必要となる数値情報化図面データ構造 

①空間属性の考え方 

・幅員、面積を計測する利用方法から、空間属性を面

として取得 

・延長のみを計測する利用方法から、空間属性を線と

して取得 

・個数のみを集計する利用方法から、空間属性を点と

して取得 

・領域、範囲を着色して示す利用方法から、空間属性

を面として取得 

・MICHI データが持つ位置情報（地点、範囲）を考慮

し、空間属性を線または点として取得 

②主題属性の考え方 

・MICHI データとの連携の容易性を考慮した場合に必

要となる種別を追加 

・上下線別に集計を行うものに対し、上下区分を追加 

・占用物件であるかどうかを判断するものに対し、管

理者を追加 

・線形を判断するために、道路中心線に線形要素、曲

線半径、縦断勾配を追加 

・道路付近の高さを認識するために、測点に標高を追

加 

③時間属性の考え方 

・年度ごとに数量を集計する利用方法から、集計対象

地物に対して設置期間を追加（ただし、敷地測量成果

及び現地測量からは取得できないため、データは作成

しないこととした。） 




